
　

行
き
過
ぎ
た
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
に
反
発

す
る
国
家
主
義
的
な

動
き
が
各
国
で
見
ら

れ
る
。
国
家
統
一

（
あ
る
い
は
集
票
）
に
は
、
国
籍

だ
け
で
は
物
足
り
ず
、
民
族
・
人

種
を
も
持
ち
出
し
て
優
劣
を
煽
り

が
ち
だ
。
ま
た
、
自
分
は
典
型
的

な
日
本
人
だ
と
思
っ
て
い
る
人
を

右
翼
と
言
う
ら
し
い
▼
日
本
人
の

定
義
は
、
日
本
国
籍
を
持
つ
人
、

あ
る
い
は
祖
先
が
日
本
列
島
に
居

住
し
て
い
た
民
族
集
団
と
い
う
以

外
に
、
外
表
面
的
な
特
徴
や
民
族

学
、
考
古
学
、
言
語
学
等
か
ら
の

分
類
も
あ
る
。
万
世
一
系
を
は
じ

め
と
し
て
、
日
本
人
は
Ｙ
染
色
体

ハ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
（
父
系
）
を
重

要
視
す
る
が
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

ハ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
（
母
系
）
に
よ

る
分
類
で
は
、
ア
フ
リ
カ
単
一
起

源
説
が
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
日
本
人
も
全
員
ア
フ
リ
カ

系
で
あ
る
▼
最
近
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析

で
、
病
気
（
が
ん
・
心
筋
梗
塞
・

脳
梗
塞
等
）
と
体
質
（
長
生
き
・

肥
満
・
肌
質
等
）
の
遺
伝
的
傾
向

が
分
か
る
。
発
症
リ
ス
ク
や
そ
の

低
減
の
た
め
の
対
策
ア
ド
バ
イ
ス

を
伴
っ
た
商
業
化
も
進
ん
で
い

る
。
唾
液
を
郵
送
す
れ
ば
約
３
０

０
項
目
が
分
析
さ
れ
、
約
１
カ
月

で
結
果
が
出
る
。
さ
ら
に
ル
ー
ツ

分
析
も
１
万
円
程
度
で
可
能
だ
▼

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

旅
」
を
見
た
。
自
身
の
民
族
・
人

種
の
純
粋
性
に
自
信
を
持
っ
て
い

る
人
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
検
査
を
受
け

る
。
事
前
に
好
き
に
な
れ
な
い

国
、
付
き
合
い
に
く
い
人
種
を
挙

げ
る
が
、
結
果
か
ら
自
分
の
中
の

多
民
族
性
を
知
っ
て
驚
く
姿
が
映

さ
れ
る
。
多
く
の
人
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
分

析
を
行
え
ば
、
国
籍
、
人
種
、
民

族
に
と
ら
わ
れ
た
過
激
な
思
想
や

争
い
は
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
勇
気
を
出
し
て
ル
ー
ツ
分
析

を
行
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か （
空
）

税金・融資のご相談、保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。
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協
会
担
当
役
員
が
過
去
最
多
と
な
る
２
０
４
人
の

当
選
者
を
厳
正
に
抽
選
し
た
（
２
月
14
日
）　
　

山
田
・
元
農
水
大
臣
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
医
療
や

農
業
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
語
っ
た　

臨床医学講座より
日常診療で使える整形知識①

研
面

究

診療報酬・介護報酬改定
研究会会場一覧

主張　 命・健康を守る医師・歯科医師として
　　　米軍の辺野古新基地建設にNOを

４～５面

２面

６面

３月１日　 中・西播磨医療圏の現状・課題と
保健医療計画

３月８日　乳幼児突然死症候群について
３月15日　口唇口蓋裂の治療について

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分～毎週木曜19時25分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

「沖縄から考える改憲と国防」「沖縄から考える改憲と国防」
パンフレット作成しましたパンフレット作成しました

九条の会・兵庫県医師の会九条の会・兵庫県医師の会
市民シンポジウム市民シンポジウム

ご注文は、☎078－393－1807まで

　

診
療
報
酬
引
き
上
げ
の
世
論
づ
く
り
へ
、
市
民
に

ク
イ
ズ
で
診
療
報
酬
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
―

―
。
協
会
が
実
施
し
た
、
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療
・
２
０
１
７
秋
」

の
応
募
数
が
１
万
２
４
８
通
と
、
過
去
最
高
と
な
っ

た
。
ク
イ
ズ
は
「
診
療
報
酬
っ
て
な
ー
に
？
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
昨
年
10
月
か
ら
１
月
15
日
ま
で
の
約
３

カ
月
間
、
会
員
医
療
機
関
ま
た
は
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
患
者
・
市
民
の
方
々
か
ら
の
応
募
を
受
け
付
け

た
。

事
者
の
給
与
の
原
資
と
な
る
診
療

報
酬
が
低
く
抑
え
ら
れ
、
医
療
機

関
が
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い

る
実
態
を
、
市
民
に
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
医
療

の
質
と
量
を
担
保
す
る
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
世
論
を
つ

く
る
こ
と
が
ね
ら
い
。
ヒ
ン
ト
を

読
め
ば
正
解
が
分
か
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
お
り
、
正
解
率
は
９
割

以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　

応
募
用
紙
の
「
ご
意
見
」
欄
に

は
応
募
者
か
ら
「
診
療
報
酬
に
つ

い
て
正
確
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」「
日
本
の
医
療
費
が
と

て
も
低
い
こ
と
に
驚
い
た
」
な

ど
、
多
数
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
、

２
０
０
５
年
に
第
１
回
を
行
っ
て

以
来
、
毎
回
好
評
で
、
２
０
１
２

年
か
ら
は
年
間
２
回
実
施
に
増
や

し
た
。
患
者
・
市
民
に
楽
し
み
な

が
ら
情
報
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の

が
魅
力
。

　

今
回
は
正
解
者
の
中
か
ら
50
人

に
１
人
の
割
合
で
兵
庫
県
内
の
グ

ル
メ
景
品
が
当
た
る
よ
う
、
当
選

本
数
を
以
前
よ
り
も
大
幅
に
増
や

し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
２
倍
以

上
と
な
る
２
０
４
人
が
当
選
し

た
。
２
月
14
日
の
政
策
・
運
動
・

広
報
委
員
会
で
当
選
者
の
抽
選
を

厳
正
に
行
い
、
近
日
中
に
景
品
を

発
送
す
る
。
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
会
員
に
は
、
も
れ
な
く
参
加

賞
と
し
て
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

す
る
。

　

３
月
か
ら
の
第
２
シ
ー
ズ
ン
で

は
「
お
医
者
さ
ん
っ
て
ど
れ
だ
け

働
い
て
る
ん
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

医
師
の
長
時
間
労
働
の
実
態
を
伝

え
る
予
定
。
応
募
箱
や
応
募
用

紙
、
ポ
ス
タ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
グ
ッ
ズ
を
用
意
し
て
お
り
、
申

込
用
紙
を
３
月
初
旬
に
お
届
け
す

る
予
定
で
あ
る
。
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
い
た
だ
き
た
い
。

　

以
下
に
応
募
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

寄
せ
ら
れ
た
声

•
ラ
ジ
オ
で
知
っ
て
応
募
し
ま
し

た
。
診
療
報
酬
は
ず
っ
と
医
者
の

給
料
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
違
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。 

（
加
古
川
市
・
19
歳
）

•
診
療
報
酬
の
言
葉
は
よ
く
聞
き

ま
す
が
、
内
容
は
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。 

（
豊
岡
市
・
36
歳
）

•
医
療
に
か
か
る
機
会
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
安
心
安
全
の
医
療
が

実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

（
三
田
市
・
68
歳
）

•
私
は
、
現
在
、
管
理
栄
養
士
を

目
指
し
て
い
る
の
で
、
診
療
報
酬

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
最
近
で
は
診
療
・

介
護
報
酬
の
減
額
案
が
出
て
お

り
、
労
働
者
の
賃
上
げ
を
め
ざ
す

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
反
す
る
方
針
で

は
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
伊
丹
市
・
22
歳
）

　

協
会
や
県
知
的
障
害
者
施
設
利

用
者
互
助
会
な
ど
で
つ
く
る
「
共

済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る
兵
庫

懇
話
会
」
は
、
２
月
10
日
に
結
成

10
周
年
第
11
回
総
会
と
記
念
講
演

を
協
会
会
議
室
で
開
催
。
協
会
会

山
田
氏
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
が
医
療
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
薬
価
の

決
定
に
外
資
製
薬
会
社
が
介
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
医
薬
品
の
価

格
が
大
幅
に
値
上
が
り
し
た
ま
ま

高
止
ま
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し

た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
復
帰
を
ほ
の
め
か
す
米

国
は
、
復
帰
の
条
件
と
し
て
後
発

薬
の
製
造
に
つ
い
て
、
先
発
薬
メ

ー
カ
ー
が
不
服
申
し
立
て
を
行
え

る
条
項
を
追
加
す
る
再
交
渉
を
要

求
し
て
お
り
、
米
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

復
帰
す
れ
ば
、
後
発
医
薬
品
が
自

由
に
製
造
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
は
２
０
１
６
年
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
批
准
を
受
け
、
協
定

に
沿
っ
て
す
で
に
国
内
法
の
改
正

を
進
め
て
お
り
、
主
要
農
産
物
に

つ
い
て
の
種
子
法
廃
止
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
の
修
正

を
行
っ
て
い
る
と
し
た
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
こ
れ
ま
で
コ

メ
、
麦
、
大
豆
の
伝
統
的
な
在
来

種
を
保
護
し
て
き
た
種
子
法
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。
日
本
が

蓄
積
し
て
き
た
農
作
物
の
品
種
の

知
見
す
べ
て
が
民
間
に
提
供
さ

れ
、
主
要
作
物
の
種
子
を
海
外
の

民
間
会
社
が
販
売
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
食
糧
安
全
保
障
の
危
機
に

つ
な
が
る
と
し
た
。

　

ま
た
農
作
物
の
輸
入
自
由
化
を

口
実
に
食
品
の
表
示
義
務
が
撤
廃

さ
れ
れ
ば
、
輸
入
・
国
産
の
表
示

や
産
地
の
表
示
が
禁
止
さ
れ
、
消

費
者
が
安
心
で
き
る
食
品
を
選
ぶ

こ
と
も
で
き
な
く
な
る
と
危
険
性

を
訴
え
た
。

　

総
会
で
は
桜
井
周
衆
議
院
議
員

（
立
憲
民
主
）
の
秘
書
が
あ
い
さ

つ
。
関
芳
弘
衆
議
院
議
員
（
自

民
）・
小
池
晃
参
議
院
議
員
（
共

産
）
ら
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹

介
さ
れ
た
。

員
や
構
成
団
体
な
ど

か
ら
78
人
が
参
加
し

た
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
既

に
日
本
で
実
現
さ
れ

つ
つ
あ
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
元
農
林
水
産

大
臣
の
山
田
正
彦
氏

が
講
演
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
米
国

が
離
脱
し
た
こ
と
か

ら
残
る
11
カ
国
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
と
し
て
発
効

を
め
ざ
し
て
い
る
。

〝
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
す
で
に
日
本
で

　
　
　

実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
〞

自
主
共
済
懇
話
会
が
結
成
10
周
年
総
会

第２シーズン第２シーズン（３/16～５/31）（３/16～５/31）ににご参加をご参加を
　クイズチラシは医療機関で配布・回収してい
ただく方式です（協会ウェブサイトからも応募
可）。待合室等に応募用紙と回収ボックスを置
いていただき、投函された応募用紙をまとめて
協会に郵送いただきます。ぜひ「クイズチラシ
グッズ」（クイズチラシ兼応募用紙100枚、ポス
ター、回収ボックス、返信用封筒、すべて無
料）をご注文いただき、ご協力ください。
　ご注文は、月刊保団連３月号に同封の注文用
紙にご記入の上、FAXいただくか、☎078－393
－1807までご連絡ください。第１シーズンにご
参加いただいた会員医療機関には、今年も引き
続きグッズをお届けします。

過去最高の10,248通過去最高の10,248通
応募総数応募総数

景品付きクイズチラシ「診療報酬ってなーに?」

　

ク
イ
ズ
は
、「
診
療
報
酬
と
は

ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
」

「
盲
腸
を
手
術
し
た
場
合
、
日
本

の
診
療
報
酬
は
世
界
の
主
な
10
都

市
の
中
で
何
位
で
し
ょ
う
か
」

「
一
人
当
た
り
の
医
療
費
を
国
際

比
較
す
る
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

の
中
で
日
本
は
高
い
方
か
ら
何
番

目
で
し
ょ
う
か
」
の
３
問
。

　

医
療
機
関
の
維
持
費
や
医
療
従
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お問合せは共済部ま
で０７８-３９３-１８０５

保険医協会の共済制度をお勧めします！

団体定期
生命保険 

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障

■ 配偶者1000万円セット加入あり
■ 過去８年の平均配当率46％

保険の見直しに効果大
ネット生保と比べてみてください

■ 最長75歳まで保障
■ いつでも増額･減額OK

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を払っていませんか？

最長75歳まで730日の充実保障／掛け捨てではありません／弔慰・高度障害給付あり／
自宅療養、代診をおいても給付／うつ病等の精神疾患、認知症も給付／妊娠･出産に起因
する併発病、帝王切開も給付／他制度の給付に関係なくお支払い

損害保険の団体割引きもご利用ください。
所得補償保険、 医師賠償責任保険、自動車保険、 火災保険

非営利・助け合いの共済だから
掛金は割安、かつ満期まで上がりません！

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

2018年３月末まで！2018年３月末まで！

　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。2018年
３月末までの申込受付分
について、 通常より年
0.4％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、手
数料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利用
ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805　融資部・有本まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2017年11月１日現在

特別金利キャンペーン好評実施中特別金利キャンペーン好評実施中!!

第１８７０号 （２）２０１８年(平成３０年)２月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

別
所　

芳
男
先
生

宝
塚
市　

整
・
外
・
リ
ハ
科

２
月
８
日 

享
年
86
歳

　

安
倍
首
相
は
、

自
民
党
の
改
憲
原

案
を
早
期
に
国
会

に
提
示
す
る
こ
と

に
並
々
な
ら
ぬ
意

欲
を
示
し
て
お
り
、
最
短
で
年

内
の
国
民
投
票
も
あ
り
う
る
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
首
相
は
公

共
の
概
念
を
変
容
さ
せ
、「
国

家
の
た
め
の
国
民
」
を
作
り
出

そ
う
と
し
て
お
り
、
憲
法
に
自

衛
隊
を
明
記
し
、
こ
れ
ま
で
の

専
守
防
衛
と
い
う
基
本
方
針
を

転
換
し
、
先
制
攻
撃
も
い
と
わ

な
い
、
海
外
で
戦
争
で
き
る
国

を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
医
師
・
歯
科
医
師

は
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
者

と
し
て
、
こ
う
し
た
日
本
の
国

家
主
義
化
、
さ
ら
な
る
軍
事
大

国
化
に
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

空
権
を
握
り
、
米
兵
は
治
外
法

権
的
特
権
を
有
し
て
い
る
。
国

民
の
た
め
の
真
の
独
立
し
た
国

家
と
な
る
に
は
、
日
米
地
位
協

定
の
見
直
し
が
必
要
だ
。

　

し
か
し
今
な
お
、
政
府
は
国

民
、
沖
縄
県
民
の
声
に
耳
を
傾

け
ず
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
に

年
11
月
、
九
条
の
会
・
兵
庫
県

医
師
の
会
と
共
催
し
、
市
民
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
沖
縄
か
ら
考
え

る
改
憲
と
国
防
」
を
開
催
し

た
。
沖
縄
民
医
連
の
医
師
・
仲

西
常
雄
先
生
、
元
沖
縄
タ
イ
ム

ス
社
会
部
長
の
屋
良
朝
博
氏
、

元
内
閣
官
房
副
長
官
補
の
柳
澤

表
明
し
、
選
挙
結
果
を
民
意
で

あ
る
と
基
地
建
設
を
推
進
す
る

構
え
を
見
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
渡
具
知
氏
は
選
挙

期
間
中
、
基
地
建
設
へ
の
賛
否

を
明
ら
か
に
せ
ず
、
経
済
振
興

の
み
を
訴
え
た
。
当
選
後
に

も
、
選
挙
結
果
は
基
地
「
容
認

で
は
な
い
」
と
発
言
し
て
い

る
。
市
長
選
挙
前
の
朝
日
新
聞

の
世
論
調
査
で
も
、
辺
野
古
へ

の
移
設
計
画
に
つ
い
て
63
％
が

反
対
し
て
い
る
。
基
地
建
設
Ｎ

Ｏ
の
沖
縄
県
民
の
声
は
変
わ
っ

て
は
い
な
い
。

　

秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
県
知

事
選
挙
で
は
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
に
強
く
反
対
し
て
い
る
翁

長
雄
志
知
事
が
出
馬
再
選
で
き

る
か
が
極
め
て
重
要
と
な
る
。

　

前
回
の
選
挙
で
兵
庫
協
会

は
、
沖
縄
協
会
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
知
事
選
挙
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
い
い

な
り
の
政
治
、
日
本
の
軍
事
大

国
化
を
進
め
る
政
治
に
Ｎ
Ｏ
を

突
き
つ
け
る
た
め
、
日
本
の
安

全
保
障
と
平
和
の
た
め
に
沖
縄

県
民
と
連
帯
し
、
知
事
選
挙
の

支
援
に
力
を
尽
く
し
た
い
。

　

国
政
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

な
い
今
年
、
き
わ
め
て
重
要
な

位
置
づ
け
を
持
つ
の
が
沖
縄
県

知
事
選
挙
だ
。
沖
縄
で
は
、
米

軍
関
係
者
に
よ
る
犯
罪
や
米
軍

機
の
墜
落
、
部
品
落
下
な
ど
が

相
次
い
で
い
る
。
沖
縄
に
限
ら

ず
、
日
本
で
は
在
日
米
軍
が
制

兵
器
購
入
を
進
め
、
名
護
市
辺

野
古
へ
の
新
基
地
建
設
を
強
行

し
て
い
る
。
無
知
と
偏
見
か
ら

沖
縄
の
人
々
に
対
し
心
な
い
発

言
を
す
る
人
も
い
る
。

　

沖
縄
の
問
題
を
自
分
た
ち
の

問
題
と
捉
え
、
そ
の
実
相
を
学

ぶ
た
め
に
、
兵
庫
協
会
で
は
昨

協
二
氏
に
、
米
軍
基
地
に
よ
る

人
権
侵
害
や
、
抑
止
力
論
の
欺

瞞
な
ど
を
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
間
、
政
府
は
沖
縄
県
内

の
選
挙
で
基
地
賛
成
派
の
候
補

を
強
力
に
支
援
し
て
い
る
。
２

月
４
日
の
名
護
市
長
選
挙
で

は
、
政
府
が
支
援
す
る
渡
具
知

武
豊
氏
が
、
基
地
建
設

に
反
対
し
て
き
た
稲
嶺

進
氏
に
勝
利
し
た
。
政

府
は
早
々
に
、
基
地
受

け
入
れ
を
条
件
と
す
る

再
編
交
付
金
の
再
開
を

命
・
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て

米
軍
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
Ｎ
Ｏ
を

　

協
会
は
12
月
16
日
に
医
院
経
営

研
究
会
例
会
「
医
療
法
律
相
談
室

〜
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
〜
」

を
協
会
会
議
室
で
開
催
し
た
。
阪

神
合
同
法
律
事
務
所
の
川
西
譲
弁

護
士
が
講
演
し
、
会
員
ら
７
人
が

参
加
し
た
。
上
田
敏
之
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

保
険
医
協
会
が
開
催
す
る
各
種

研
修
会
は
実
地
に
沿
っ
た
内
容
が

多
く
、
私
の
よ
う
な
浅
学
非
才
に

は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
医
療

法
律
相
談
で
す
。
実
は
私
自
身
、

最
近
ク
レ
ー
マ
ー
の
よ
う
な
患
者

に
難
儀
し
て
い
た
の
で
興
味
を
持

っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
内
容
は
医

療
事
故
調
査
制
度
、
医
師
の
応
召

義
務
、
医
療
過
誤
等
々
多
岐
に
わ

た
り
ま
し
た
。
講
師
の
川
西
譲
先

生
の
懇
切
丁
寧
で
、
か
つ
、
こ
の

場
で
し
か
聴
け
な
い
話
も
交
え
た

テ
ン
ポ
の
良
い
講
演
で
、
２
時
間

半
が
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

　

ま
た
川
西
先
生
の
ご
著
書 
『
医

療
法
律
相
談
室　

医
療
現
場
の
悩

み
に
答
え
る
』（
左
）
は
有
意
義

な
書
と
思
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
時
期
と

重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は

出
席
者
が
や
や
少
な
い
印
象
だ
っ

た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。

　

協
会
も
い
ろ
い
ろ
考
え
て
演
目

を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
存

じ
ま
す
。
皆
さ
ま
も
興
味
が
あ
る

演
題
の
際
に
は
ぜ
ひ
と
も
各
研
究

会
に
ご
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

 

【
三
木
市　

上
田　

敏
之
】

感 想 文 医
院
経
営
研
究
会

医
院
経
営
研
究
会

医
療
に
関
す
る
法
律

て
い
ね
い
に
学
ん
だ

『
医
療
法
律
相
談
室
』（
下
）
著
者
の
川
西
譲
弁
護
士
（
上
）
が
、
経
験
に
基
づ
き

医
療
過
誤
や
患
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
事
例
と
対
応
方
法
を
紹
介　
　
　

 　
　
　

◇
出
席　

19
人

◇
情
勢　

内
閣
府
は
経
済
財
政
諮

問
会
議
で
、
国
と
地
方
の
基
礎
的

財
政
収
支
の
黒
字
化
が
２
０
２
７

年
と
昨
夏
の
想
定
か
ら
２
年
遅
れ

る
と
の
試
算
を
明
ら
か
に
し
た
。

政
府
は
こ
の
試
算
に
つ
い
て
歳
出

改
革
を
行
わ
な
い
場
合
の
も
の
と

し
て
お
り
、
各
紙
は
「
社
会
保
障

改
革
が
急
務
」
な
ど
と
さ
ら
な
る

社
会
保
障
費
抑
制
を
進
め
る
よ
う

訴
え
て
い
る
。

◇
医
療
運
動　

国
会
要
請
行
動
・

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
署
名
」
提
出
集
会
（
１

／
25
）
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

急
性
期
一
般
入
院

基
本
料
の
「
重
症
度
、
医
療
・
看

護
必
要
度
」
の
該
当
患
者
割
合
の

基
準
値
に
関
す
る
議
論
が
紹
介
さ

れ
た
。
ま
た
、
歯
科
で
院
内
感
染

防
止
対
策
の
推
進
を
名
目
に
基
本

診
療
料
へ
の
「
減
算
」
方
式
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
、『
病
気
を
持
っ

た
患
者
の
歯
科
治
療
』
セ
ミ
ナ
ー

全
５
回
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

「
政
財

官
一
体
で
の
英
国
へ
の
原
発
輸
出

計
画
を
即
刻
中
止
す
る
よ
う
求
め

る
声
明
」
お
よ
び
、
米
山
隆
一
新

潟
県
知
事
の
「『
再
稼
働
強
行
な

ら
訴
訟
』
発
言
を
支
持
す
る
声

明
」
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
共
済
部　

「
グ
ル
ー
プ
保
険
」

17
年
度
決
算
配
当
金
計
算
の
報

告
、「
共
済
の
今
日
と
未
来
を
考

え
る
兵
庫
懇
話
会
」
第
11
回
総
会

の
企
画
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。
配

当
率
は
34
％
、
過
去
10
年
の
平
均

配
当
率
は
45
％
と
な
っ
た
。

◇
震
災
対
策　

県
下
各
地
で
開
催

さ
れ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
メ
モ

リ
ア
ル
行
事
の
報
告
が
さ
れ
た
。

◇
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会　

前
日
（
２
／
３
）
に
開
催
さ
れ
た

「
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
」

の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
２
月
４
日　

理
事
会
よ
り
）

医科保険請求

〈在宅患者訪問リハビリテーション指導管理料〉

Ｑ１　C006在宅患者訪問リハビリ
テーション指導管理料（以下、訪問
リハ指導管理料）は、どのような時
に算定できるのか。
Ａ１　在宅で療養を行っている患者
であって通院が困難な者に対して、
診療に基づき計画的な医学管理を継
続して行い、かつ、当該診療を行っ
た医療機関の理学療法士、作業療法
士または言語聴覚士を訪問させて、
基本的動作能力もしくは応能的動作
能力または社会的適応能力の回復を
図るための訓練などについて必要な
指導を行わせた場合に、患者一人に
つき週６単位に限り算定できます。
　ただし、退院の日から起算して３
月以内の患者については、週12単位
まで算定できます。
Ｑ２　要介護・ 要支援者について
も、訪問リハ指導管理料は算定でき
るのか。
Ａ２　算定できません。ケアプラン
に位置づけた上で、介護保険の「訪
問リハビリテーション費」で算定し
ます。ただし、急性増悪等によりバ
ーセル指数またはFIMが５点以上悪

化し、一時的に頻回の訪問リハを行
う旨の指示を行った際は、６月に１
回に限り、その診療の日から14日ま
での間、１日４単位を限度に、医療
保険の「訪問リハ指導管理料」が算
定できます。
Ｑ３　訪問リハビリテーションを、
他の医療機関や訪問看護ステーショ
ンに依頼することはできるのか。
Ａ３　他の医療機関に依頼する場合
は「診療情報提供料」を算定でき、
訪問看護ステーションに依頼する場
合は「訪問看護指示料」を算定でき
ます。
　ただし、訪問看護ステーションに
依頼した場合、医療保険の「訪問リ
ハ指導管理料」は算定できません。
Ｑ４　特別養護老人ホームに入所し
ている患者や、指定短期入所生活介
護事業所を利用している患者につい
て、訪問リハビリテーションを算定
できるのか。
Ａ４　医療保険の「訪問リハ指導管
理料」も介護保険の「訪問リハビリ
テーション費」のいずれも算定でき
ません。



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０１８年(平成３０年)２月２５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１８７０号

感 想 文感 想 文 神
戸
支
部　

在
宅
医
療
研
究
会

神
戸
支
部　

在
宅
医
療
研
究
会

加
古
川
・
高
砂
支
部　

加
古
川
・
高
砂
支
部　

会
員
懇
談
会

会
員
懇
談
会

多
職
種
で
考
え
る

多
職
種
で
考
え
る

在
宅
で
の
食
事
・
栄
養

在
宅
で
の
食
事
・
栄
養

出
資
持
ち
分
の

出
資
持
ち
分
の

  

概
念
を
理
解

概
念
を
理
解

　

神
戸
支
部
は
１
月
27
日
、
協
会

会
議
室
で
在
宅
医
療
研
究
会
を
開

催
。「
在
宅
療
養
の
安
定
と
食
事

・
栄
養
」
を
テ
ー
マ
に
医
師
・
看

護
師
な
ど
４
人
が
報
告
を
行
い
、

37
人
が
参
加
し
た
。
う
は
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
東
灘
区
）
院
長
の
村
上

正
治
先
生
、
生
田
診
療
所
（
中
央

区
）・
訪
問
看
護
師
の
安
達
美
枝

氏
、
兵
庫
県
高
齢
者
生
協
給
食
セ

ン
タ
ー
（
長
田
区
）・
管
理
栄
養

士
の
吉
田
聡
太
朗
氏
、
東
神
戸
病

院
（
東
灘
区
）・
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
尾
嶋
菜
央
氏
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
か
ら
見
た
在
宅

療
養
者
の
栄
養
管
理
に
つ
い
て
語

っ
た
。
宮
地
病
院
栄
養
科
主
任
管

理
栄
養
士
の
田
村
里
織
氏
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

神
戸
市
東
灘
区
に
あ
る
宮
地
病

院
栄
養
科
で
は
５
年
前
か
ら
在
宅

訪
問
栄
養
食
事
指
導
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
訪
問
診
療
を
自
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
当
院
医
師
の
宮
地
千

尋
理
事
長
か
ら
、
在
宅
に
て
食
事

の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
患
者
様
を

栄
養
療
法
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う

依
頼
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
っ

た
。　

　

訪
問
栄
養
指
導
は
介
入
で
き
る

病
名
と
医
師
の
指
示
が
必
要
で
あ

る
。
介
護
度
認
定
が
あ
れ
ば
介
護

保
険
が
優
先
と
な
り
、
依
頼
を
出

す
医
師
が
管
理
栄
養
士
の
所
属
し

て
い
る
法
人
で
な
く
、
他
院
医
師

か
ら
の
依
頼
で
も
介
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
当
院
で
は
２
年
前
か

ら
他
院
開
業
医
か
ら
の
依
頼
が
増

え
て
き
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
指
定
し
た
介
入

で
き
る
病
名
の
中
で
、
当
院
で
は

「
高
血
圧
」「
低
栄
養
」「
嚥
下
困

難
」「
糖
尿
病
」「
腎
臓
病
」
の
複

合
型
が
多
い
。
他
県
で
は
こ
れ
に

加
え
「
癌
」
も
多
い
と
聞
く
。

　

管
理
栄
養
士
の
栄
養
指
導
に
は

「
一
方
的
な
食
事
の
制
限
と
禁
止

ば
か
り
」
と
い
う
一
昔
前
の
イ
メ

ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
最
近
は
「
栄
養
教

育
」
と
呼
び
、
患
者
様
の
人
生
に

よ
り
そ
っ
た
食
支
援
を
見
極
め
、

コ
ー
チ
ン
グ
法
で
実
施
す
る
の
が

主
流
で
あ
る
。
私
は
、
患
者
様
や

家
族
様
が
で
き
る
こ
と
に
注
目
し

て
制
限
を
感
じ
さ
せ
ず
に
、
病
態

ご
と
の
食
事
療
法
を
組
み
込
み
、

検
査
値
を
改
善
ま
た
は
維
持
し
て

診
療
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
心

が
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
在
宅
支
援
で
重
要
な
の

は
他
職
種
と
の
連
携
や
情
報
共
有

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
管
理
栄

養
士
は
月
１
回
か
２
回
し
か
介
入

で
き
な
い
が
、
多
職
種
チ
ー
ム
で

連
携
し
て
い
く
こ
と
で
豊
か
な
患

者
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
る
。

　

今
回
の
研
究
会
に
参
加
し
、
管

理
栄
養
士
の
役
割
や
制
度
が
ま
だ

ま
だ
世
間
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
知
り
、
管
理
栄
養
士
か
ら

の
Ｐ
Ｒ
不
足
を
反
省
す
る
に
至
っ

た
。
そ
し
て
、
発
表
者
の
方
々
と

こ
れ
か
ら
の
在
宅
診
療
に
つ
い

て
、
議
論
や
意
見
交
換
が
で
き
た

淡路支部　会員懇談会淡路支部　会員懇談会

経費計上の
　　理解深める

　

淡
路
支
部
は
12
月
14
日
、
洲
本

市
内
で
支
部
忘
年
会
を
兼
ね
た
会

員
懇
談
会
「
経
費
計
上
の
疑
問

点
」
を
開
催
、
５
人
が
参
加
し

た
。

　

協
会
の
税
務
講
師
団
と
し
て
医

療
機
関
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
税
理
士
の
田
中
雄
司
氏
が
講

師
を
務
め
た
。

　

田
中
氏
は
、
必
要
経
費
に
つ
い

て
、
専
従
者
給
与
、
交
際
費
、
減

価
償
却
と
い
っ
た
項
目
別
に
基
本

的
な
考
え
方
を
そ
れ
ぞ
れ
解
説
し

　

加
古
川
・
高
砂
支
部
は
１
月
27

日
に
、
会
員
懇
談
会
を
開
催
。
坂

本
税
理
士
事
務
所
（
尼
崎
市
）
の

坂
本
麻
生
税
理
士
（
協
会
税
務
講

師
団
）
を
講
師
に
招
き
、「
医
療

法
人
の
運
営
と
税
務
の
留
意
点
〜

解
散
・
事
業
継
承
を
中
心
に
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
医
療
法
人
の
運
営

上
の
留
意
点
や
事
業
継
承
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
講
演
後
の
新
年
会
で

は
、
坂
本
税
理
士
を
囲
ん
で
、
フ

レ
ン
チ
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
を
楽
し

み
な
が
ら
、
日
頃
の
医
院
経
営
で

の
悩
み
な
ど
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

意
見
交
流
し
た
。
参
加
し
た
三
木

健
史
先
生
か
ら
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

講
演
は
法
人
、
医
療
法
人
の
定

義
に
始
ま
り
、
持
ち
分
あ
り
、
な

し
の
医
療
法
人
の
解
説
が
続
き
ま

し
た
。
持
ち
分
に
つ
い
て
は
、
分

か
り
や
す
い
図
表
を
用
い
て
い
た

だ
き
、
明
確
に
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
持
ち
分
あ
り
か
ら
持

ち
分
な
し
の
医
療
法
人
へ
の
移
行

に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。
２
０
１
７
年
10
月
以
降
に
要

件
は
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る

程
度
の
関
心
は
持
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
移
行
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
改
め
て
納

得
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
、
出
資
金
持
ち

分
の
払
い
戻
し
請
求
が
あ
っ
た
場

合
に
は
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
医
療
は
非
営
利
で
、
法
人

解
散
時
に
剰
余
金
を
没
収
し
た
い

厚
生
労
働
省
や
財
務
省
の
思
惑
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
持

ち
分
あ
り
の
医
療
法
人
に
対
し
て

圧
力
が
か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ

ず
、
現
在
の
ま
ま
持
ち
分
あ
り
の

医
療
法
人
制
度
が
存
続
す
る
か
ど

う
か
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
事
業
継
承
に
つ
い
て

触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

問
題
と
な
る
の
が
、
後
継
者
の
い

な
い
場
合
や
、
後
継
者
が
自
身
の

子
ど
も
で
は
な
く
甥
や
姪
の
場
合

で
す
。
早
い
時
期
か
ら
遺
言
な
ど

を
作
成
し
、
自
身
の
思
い
を
伝
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
と
再
認
識
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
厚
生
年
金
は
、
報
酬
と
年

金
の
合
計
額
に
よ
っ
て
は
、
満
額

を
受
け
取
る
こ
と
は
現
実
的
に
難

し
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
知

識
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
食
事
を
交
え
た
歓
談

で
、
お
酒
も
入
っ
た
せ
い
か
大
変

盛
り
上
が
り
、
い
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

【
高
砂
市　

三
木　

健
史
】

医院の運営上の留意点や事業継承について
フレンチディナーを楽しみながら意見交換

在宅での栄養管理について、（右から）村上正治先生、
安達美枝氏、吉田聡太朗氏、尾嶋菜央氏が報告した

食事を取りながら経費計上についてお話を伺った

た
。

　

経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
額

の
適
正
な
範
囲
に
つ
い
て
は
、

専
従
者
給
与
で
は
、
他
人
に
同

様
の
業
務
を
さ
せ
た
場
合
に
も

そ
の
額
を
支
払
う
か
と
い
っ
た

基
準
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。
交
際
費
に
つ
い
て
は
、
業

務
と
の
直
接
関
連
性
が
問
題
に

な
る
と
し
て
、
認
め
ら
れ
る
範

囲
は
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て

い
る
額
よ
り
も
少
な
い
こ
と
を

指
摘
し
た
。

　

参
加
者
は
食
事
を
と
り
な
が

ら
自
院
で
の
事
例
の
紹
介
や
、

法
人
で
の
税
務
の
取
り
扱
い
な

63

＝薬局で役立つ表現　 　　
　　　　　　 　　その１＝
Hello， how are you?
いらっしゃいませ。
It's nice and warm today， isn't 
it?
今日はとても良い天気で暖かいで
すね。
Is this your first visit here?
こちらの薬局に来られるのは初め
てですか。
Please complete this inquiry form① 
while you're waiting.
お待ちになる間に、この問診票に
記入してください。

Are you regularly taking any 
medication， including over-the-
counter medicines②?
今、市販薬を含めて何かお薬を定
期的に飲んでいますか。
Are you regularly taking any 
supplements③?
何かサプリメントを摂っておられ
ますか。
Have you ever had an allergic 
reaction to any medication or 
injections④?
お薬や注射で、アレルギー反応を
起こしたことがありますか。
Are you allergic to any food?
食べ物に何かアレルギーはありま
すか。
Do you drink any alcohol?   
アルコール類は飲みますか。
What and how much do you 
drink?
何をどれくらい飲みますか。

Do you smoke?
たばこを吸いますか。
H o w l o n g h a v e y o u b e e n 
smoking?
何年くらい吸っていますか。
How many do you smoke in a 
day?
１日に何本くらい吸いますか。

Have you ever had an operation⑤

?
これまでに手術を受けたことはあ
りますか。
Have you ever had an illness⑥ or 
injury which required you to be 
hospitalized⑦?
これまでに入院を要するような病
気やけがをしたことがあります
か。
Have you ever been told that 
you had glaucoma⑧?
緑内障があると言われたことがあ
りますか。

①inquiry form：問診票
② over-the-counter medicines：市

販薬、一般用医薬品、略して
OTC

③supplement（s）：栄養補助食品
④ injection（s）：注射（皮下、筋肉

内、静脈内など）
⑤operation：手術
⑥ illness：病気。“Have you ever 

had any major illnesses?”（複
数形で大きな病気を含めて質問
する場合）

⑦ hospitalized：（他動詞の受身形
で）入院する

⑧glaucoma：《医》緑内障

※ 『英語で診療・内科系』（金芳
堂）より編集

 【西宮市　坂尾　福光】

こ
と
が
誠
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と

感
謝
し
て
い
る
。

　

在
宅
で
食
事
や
栄
養
に
問
題
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
訪
問
栄
養
指
導
を

管
理
栄
養
士
に
ご
依
頼
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

【
東
灘
区
・
宮
地
病
院
栄
養
科 

主
任
管
理
栄
養
士　
田
村　

里
織
】

ど
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
疑
問
点
を

出
し
合
い
、
日
常
診
療
を
含
め
て

多
岐
に
わ
た
っ
て
交
流
を
深
め

た
。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１８７０号 （４）２０１８年(平成３０年)２月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

2018年度 2018年度 診療報酬・介護報酬改定診療報酬・介護報酬改定
研究会 会場一覧研究会 会場一覧

医科・入院外医科・入院外

医科・入院医科・入院

　別途送付の案内ハガキ（３月初旬発
送）と引き換えに会場で研究会資料（医
科『点数表改定のポイント』、 歯科
『2018年改定の要点と解説』）を１部無
料でお渡しします。案内ハガキを忘れず
に持参ください。追加は１部医科2,000
円、歯科1,000円です。同資料は各医療
機関宛に別途１部お送りします（無料）。

〈神戸会場①〉3／22（木）14時～
兵庫県農業会館　11階大ホール

阪神電車

Ｎ

JR元町
元町

大丸神戸店 市
役
所

NTT三宮

国道２号線

三ノ宮

神戸三宮

ト
ア
ロ
ー
ド

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド（
鯉
川
筋
）

兵
庫
県
農
業
会
館

神戸三宮阪急電鉄 ※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
南
へ
徒
歩
10
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

〈伊丹会場〉3／22（木）14時～
JEC日本研修センター伊丹　６階大会議室

☎072－784－4848

伊丹郵便局前伊丹郵便局前

中央3丁目中央3丁目

至 

大
阪
国
際
空
港

至 

大
阪
国
際
空
港

猪
名
川

猪
名
川

イオンモール
伊丹

イオンモール
伊丹

伊丹市立
演劇ホール
（アイホール）

伊丹市立
演劇ホール
（アイホール）

有岡城跡公園有岡城跡公園
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅

阪急伊丹駅阪急伊丹駅

JEC日本研修センター伊丹
（SRビル伊丹6F）

JEC日本研修センター伊丹
（SRビル伊丹6F）

※
阪
急
伊
丹
駅
よ
り
徒
歩
４
分
、

　

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
よ
り
徒
歩
７
分

〈尼崎会場〉３／23（金）14時～
尼崎市中央地区会館大ホール（サンシビック尼崎内）

☎06－6413－8171

阪神尼崎駅阪神尼崎駅

庄
下
川

庄
下
川

中央
公園
中央
公園

東横イン東横インローソンローソン

尼崎戎神社尼崎戎神社

国道２号線国道２号線

サンシビックサンシビック

※
阪
神
尼
崎
駅
徒
歩
約
５
分

〈三田会場〉3／24（土）14時～
三田市キッピーモール　６階多目的ホール

☎079－559－5155

商
店
街キッピーモール

三田
市役所

Ｐ

Ｐ
神
戸
電
鉄
三
田
線

神鉄三田駅

ＪＲ三田駅
ＪＲ福知山線

国道176号線

〈明石会場〉3／27（火）14時～
アスピア明石北館9階子午線ホール

☎078－918－5600

明石公園明石公園明石公園

ＪＲ明石駅

バスターミナル

一方通行

駅
前
線

三井住友銀行

三菱東京UFJ銀行

魚の棚商店街

国道２号線

東館

アスピア明石北館

Ｐ入口
山陽明石駅

Ｐ
明石小学校

市営駅前駐車場
※
Ｊ
Ｒ
・
山
陽
明
石
駅
よ
り
徒
歩
５
分

〈西宮会場〉3／22（木）14時～
西宮市立市民会館　１階大会議室

☎0798－33－3111

市民会館

阪神西宮駅

西宮
市役所

県立
西宮病院

国道２号

ＪＲ西宮駅 ※
阪
神
西
宮
駅
「
市
役
所
口
」
改
札
北
へ
徒
歩

　

１
分
、
Ｊ
Ｒ
西
宮
駅
か
ら
西
徒
歩
約
10
分

〈小野会場〉3／22（木）14時～
小野市うるおい交流館エクラ大会議室

☎0794－62－5080
N

大池総合公園

Ｐ
市立図書館

フレッシュバザール
小野黒川店

きらら通り

国
道
175
号
線

旧
175
号
線

小野市うるおい
交流館　エクラ

池

〈姫路会場〉3／24（土）14時～
姫路市市民会館　中ホール

☎079－284－2800

←国道２号線（西行一方通行）

国道２号線→
（東行一方通行）

好古園
姫路城

交番

御
幸
通
り

御
幸
通
り

大
手
前
通
り

大
手
前
通
り

美術館

ゆうちょ銀行

イーグレひめじ

NHK

至
神
戸

至
岡
山

至
岡
山

姫路医療
センター

姫路市
市民会館

JR姫路

山陽姫路

※
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
よ
り
徒
歩
約
15
分

※
Ｊ
Ｒ
・
神
鉄
三
田
駅
か
ら
南
へ
す
ぐ

〈豊岡会場〉3／25（日）14時～
日高地区公民館　１階多目的ホール

☎0796－42－2020

江原駅江原駅

山
陰
本
線

山
陰
本
線

春米神社春米神社

日高文化体育館日高文化体育館
県立日高高等学校県立日高高等学校

日高地区公民館日高地区公民館

※
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
・
江
原
駅
よ
り

　

徒
歩
約
５
分

※
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
・
江
原
駅
よ
り

　

徒
歩
約
５
分

〈加古川会場〉3／22（木）15時30分～
加古川商工会議所　４階大会議室

☎079－424－3355

ヤマト
ヤシキ ジーユー

但陽
信用金庫

姫路
信用金庫

加古川
総合庁舎

加古川商工会議所

加古川駅
JR線 至三宮至姫路 ※

Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
か
ら
南
東
へ
徒
歩
約
５
分

〈神戸会場②〉3／24（土）14時～
兵庫県農業会館　11階大ホール

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

阪神電車

Ｎ

JR元町
元町

大丸神戸店 市
役
所

NTT三宮

国道２号線

三ノ宮

神戸三宮

ト
ア
ロ
ー
ド

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド（
鯉
川
筋
）

兵
庫
県
農
業
会
館

神戸三宮阪急電鉄 ※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
南
へ
徒
歩
10
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

〈淡路会場〉3／24（土）15時～
淡路市立しづかホール

☎0799－62－2001

88
淡路市立
しづかホール 国道28号

淡路
市役所

至神戸津名一宮Ｉ.Ｃ

神戸淡路鳴門自動車道
至徳島

津名港イオン淡路店

淡路ワールドパーク
ＯＮＯＫＯＲＯ

至
岩
屋

至
洲
本
国道28号国道28号

〈神戸会場〉3／22（木）16時30分～
兵庫県農業会館　11階大ホール

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

阪神電車

Ｎ

JR元町
元町

大丸神戸店 市
役
所

NTT三宮

国道２号線

三ノ宮

神戸三宮

ト
ア
ロ
ー
ド

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド（
鯉
川
筋
）

兵
庫
県
農
業
会
館

神戸三宮阪急電鉄 ※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
南
へ
徒
歩
10
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

〈姫路会場〉3／24（土）16時30分～
姫路市市民会館　中ホール

☎079－284－2800

←国道２号線（西行一方通行）

国道２号線→
（東行一方通行）

好古園
姫路城

交番

御
幸
通
り

御
幸
通
り

大
手
前
通
り

大
手
前
通
り

美術館

ゆうちょ銀行

イーグレひめじ

NHK

至
神
戸

至
岡
山

至
岡
山

姫路医療
センター

姫路市
市民会館

JR姫路

山陽姫路

※
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
よ
り
徒
歩
約
15
分

〈但馬会場〉３／25（日）16時30分～
日高地区公民館　１階多目的ホール

☎0796－42－2020

江原駅江原駅

山
陰
本
線

山
陰
本
線

春米神社春米神社

日高文化体育館日高文化体育館
県立日高高等学校県立日高高等学校

日高地区公民館日高地区公民館
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阪神電車

Ｎ

JR元町
元町

大丸神戸店 市
役
所

NTT三宮

国道２号線

三ノ宮

神戸三宮

ト
ア
ロ
ー
ド

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド（
鯉
川
筋
）

兵
庫
県
農
業
会
館

神戸三宮阪急電鉄

歯　　　科歯　　　科

医科 Q＆A 研究会医科 Q＆A 研究会

〈神戸会場①〉3／18（日）14時～
兵庫県私学会館　４階大ホール

☎090－9258－2002（協会当日連絡先）

鯉
川
筋

兵庫県私学会館

バルモア
病院

富士信ビル

海鮮丼の
駅前

阪神線

ＪＲ線
ＪＲ元町

東
出
口

阪神元町

兵庫県学校
厚生会館

※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
北
へ
徒
歩
５
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

〈姫路会場〉3／21（水祝）10時30分～
姫路じばさんびる　９階901会議室

☎079－289－2832

じばさんびる

ＪＲ姫路駅

ロータリー

バスターミナル

至
岡
山

姫路城

至
神
戸
・
大
阪

大
手
前
通
り

駅
南
大
路

※
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
南
側
す
ぐ

医科・在宅医療医科・在宅医療

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

〈神戸会場〉４／７（土）15時30分～
兵庫県農業会館　10階101・102

阪神電車

Ｎ

JR元町
元町

大丸神戸店 市
役
所

NTT三宮

国道２号線

三ノ宮

神戸三宮

ト
ア
ロ
ー
ド

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド（
鯉
川
筋
）

兵
庫
県
農
業
会
館

神戸三宮阪急電鉄 ※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
南
へ
徒
歩
10
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

調剤報酬調剤報酬

☎078－393－1803

４／14（土）15時30分～
保険医協会６階会議室（神戸フコク生命海岸通ビル６階）

JRJR元町駅元町駅
阪神元町駅阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

ト
ア
ロ
ー
ド

鯉
川
筋

鯉
川
筋

大丸神戸店大丸神戸店

旧居留地旧居留地・
大丸駅前大丸駅前

兵庫県兵庫県
農業会館農業会館

至神戸駅至神戸駅 至三ノ宮駅至三ノ宮駅
JR元町駅
阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

大丸神戸店

旧居留地・
大丸駅前

兵庫県
農業会館

栄町通

国道２号線

至神戸駅 至三ノ宮駅神戸高速鉄道神戸高速鉄道神戸高速鉄道

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町
元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド

至花時計前駅

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
南
へ
徒
歩
10
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

医科・介護報酬医科・介護報酬

☎0796－42－2020

〈尼崎会場〉3／21（水祝）14時30分～
都ホテルニューアルカイック　２階「あやめの間」

☎06－6488－4777

尼
崎
郵
便
局

都
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ア
ル
カ
イ
ッ
ク

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

南
警
察

消
防
局

中
小
企
業

セ
ン
タ
ー

至神戸

阪神本線

尼崎商工会議所

国道２号

至大阪

尼崎

※
阪
神
尼
崎
駅
か
ら
徒
歩
６
分

〈明石会場〉3／22（木）19時～

☎078－918－5600
※
Ｊ
Ｒ
・
山
陽
明
石
駅
よ
り
徒
歩
５
分

〈伊丹会場〉３／22（木）19時～
JEC日本研修センター伊丹　６階大会議室

☎078－331－6623

☎072－784－4848
※
阪
急
伊
丹
駅
よ
り
徒
歩
４
分
、

　

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
よ
り
徒
歩
７
分

〈加古川会場〉3／24（土）18時30分～
加古川商工会議所　４階大会議室

ヤマト
ヤシキ ジーユー

但陽
信用金庫

姫路
信用金庫

加古川
総合庁舎

加古川商工会議所

加古川駅
JR線 至三宮至姫路 ※

Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
か
ら
南
東
へ
徒
歩
５
分

〈三田会場〉3／29（木）20時～
三田市キッピーモール　６階多目的ホール

☎079－559－5155

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

〈神戸会場〉３／29（木）14時～
兵庫県農業会館　11階大ホール

阪神電車

Ｎ

JR元町
元町

大丸神戸店 市
役
所

NTT三宮

国道２号線

三ノ宮

神戸三宮

ト
ア
ロ
ー
ド

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド（
鯉
川
筋
）

兵
庫
県
農
業
会
館

神戸三宮阪急電鉄 ※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
南
へ
徒
歩
10
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

※
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
南
側
す
ぐ

☎079－289－2832

〈姫路会場〉3／31（土）14時～
姫路じばさんびる９階901会議室

じばさんびる

ＪＲ姫路駅

ロータリー

バスターミナル

至
岡
山

姫路城

至
神
戸
・
大
阪

大
手
前
通
り

駅
南
大
路

アスピア明石北館　７階学習室704

明石公園明石公園明石公園

ＪＲ明石駅

バスターミナル

一方通行

駅
前
線

三井住友銀行

三菱東京UFJ銀行

魚の棚商店街

国道２号線

東館

アスピア明石北館

Ｐ入口
山陽明石駅

Ｐ
明石小学校

市営駅前駐車場

商
店
街キッピーモール

三田
市役所

Ｐ

Ｐ
神
戸
電
鉄
三
田
線

神鉄三田駅

ＪＲ三田駅
ＪＲ福知山線

国道176号線

〈在宅・介護〉４／１（日）14時～
保険医協会５階会議室（神戸フコク生命海岸通ビル５階）

☎078－393－1809
※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
南
へ
徒
歩
10
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

JRJR元町駅元町駅
阪神元町駅阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

ト
ア
ロ
ー
ド

鯉
川
筋

鯉
川
筋

大丸神戸店大丸神戸店

旧居留地旧居留地・
大丸駅前大丸駅前

兵庫県兵庫県
農業会館農業会館

至神戸駅至神戸駅 至三ノ宮駅至三ノ宮駅
JR元町駅
阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

大丸神戸店

旧居留地・
大丸駅前

兵庫県
農業会館

栄町通

国道２号線

至神戸駅 至三ノ宮駅神戸高速鉄道神戸高速鉄道神戸高速鉄道

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町
元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド

至花時計前駅

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

〈神戸会場〉４／26（木）15時～
兵庫県農業会館　11階大ホール

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）
※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
南
へ
徒
歩
10
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

〈但馬会場〉４／28（土）15時～
日高地区公民館　２階８号室

☎0796－42－2020
※
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
・
江
原
駅
よ
り

　

徒
歩
約
５
分

〈神戸会場②〉4／８（日）14時～
保険医協会５階会議室（神戸フコク生命海岸通ビル５階）

☎078－393－1809
※
Ｊ
Ｒ
・
阪
神
元
町
駅
南
へ
徒
歩
10
分
、

　

三
宮
よ
り
徒
歩
20
分

※
Ｊ
Ｒ
・
神
鉄
三
田
駅
か
ら
南
へ
す
ぐ

JRJR元町駅元町駅
阪神元町駅阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

ト
ア
ロ
ー
ド

鯉
川
筋

鯉
川
筋

大丸神戸店大丸神戸店

旧居留地旧居留地・
大丸駅前大丸駅前

兵庫県兵庫県
農業会館農業会館

至神戸駅至神戸駅 至三ノ宮駅至三ノ宮駅
JR元町駅
阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

大丸神戸店

旧居留地・
大丸駅前

兵庫県
農業会館

栄町通

国道２号線

至神戸駅 至三ノ宮駅神戸高速鉄道神戸高速鉄道神戸高速鉄道

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町
元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド

至花時計前駅

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

伊丹郵便局前伊丹郵便局前

中央3丁目中央3丁目

至 

大
阪
国
際
空
港

至 

大
阪
国
際
空
港

猪
名
川

猪
名
川

イオンモール
伊丹

イオンモール
伊丹

伊丹市立
演劇ホール
（アイホール）

伊丹市立
演劇ホール
（アイホール）

有岡城跡公園有岡城跡公園
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅

阪急伊丹駅阪急伊丹駅

JEC日本研修センター伊丹
（SRビル伊丹6F）

JEC日本研修センター伊丹
（SRビル伊丹6F）

〈豊岡会場〉３／25（日）14時～
日高地区公民館　２階８号室

☎0796－42－2020
※
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
・
江
原
駅
よ
り

　

徒
歩
約
５
分

〈但馬会場〉３／25（日）11時～
日高地区公民館　１階多目的ホール

※
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
・
江
原
駅
よ
り

　

徒
歩
約
５
分

江原駅江原駅

山
陰
本
線

山
陰
本
線

春米神社春米神社

日高文化体育館日高文化体育館
県立日高高等学校県立日高高等学校

日高地区公民館日高地区公民館

江原駅江原駅

山
陰
本
線

山
陰
本
線

春米神社春米神社

日高文化体育館日高文化体育館
県立日高高等学校県立日高高等学校

日高地区公民館日高地区公民館

江原駅江原駅

山
陰
本
線

山
陰
本
線

春米神社春米神社

日高文化体育館日高文化体育館
県立日高高等学校県立日高高等学校

日高地区公民館日高地区公民館



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞
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第１８７０号 （６）２０１８年(平成３０年)２月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

静岡県・西伊豆健育会病院　院長　　仲田　和正先生講演

１．「中枢神経由来のしびれ」の解剖学的診断（上）

日常診療で使える整形知識 ①

図１　脊髄・脳幹部の知覚・運動区分 図２　視交叉により結ばれる像

図３　大まかな知覚ルート

図４　詳細な知覚ルート

　２月４日開催の臨床医学講座「日
常診療で使える整形知識」講演要旨
を数回に分けて掲載する。

脊髄、脳幹のおおまかな構造
　しびれを見た時、神経の何に由来
するのかは神経解剖の理解が必要で
ある。
　脊髄では発生学的に後方が知覚性
細胞、中間が内臓（交感、副交感）
神経、前方に運動性細胞がある。こ
の脊髄の後方が開いて横に広がった
のが脳幹であるので（図１）、脳幹
では基本的に中心に運動性細胞、中
間に内臓神経、外側に知覚性細胞が
ある。この一番外側からさらに神経
細胞が増殖し後方へ盛り上がったの
が小脳である。

神経が左右交叉する理由
　なぜ知覚や運動神経は左右交差す
るのだろうか？　これは眼球が凸レ
ンズであることに由来する。図２の
ように視交叉がないと眼前の長い物
体が妙な見え方になる。視交叉する
ことにより像は逆転はするが連続し
た像になる。これに対応して知覚、
運動神経も延髄以下で交叉するので
ある１。

知覚路・運動路の大まかな暗記
　まず図３を見て大雑把に知覚ルー
トを覚えよう。温・痛・触覚と振動
・位置覚は脊髄→延髄→橋部まで離
れた場所を通るが中脳で合流して上
行。だから脊髄、延髄、橋部の病変
では知覚解離がおこるが、中脳以上
では全感覚が障害されやすい２。

脊髄の知覚、運動路
　次に詳しく知覚ルートを見てみよ
う（図４）。
　まず温覚、痛覚、触覚神経が後角
から入ると２次ニューロンに替わ
り、すぐ反対側へ交叉して脊髄視床
路（spinothalamic tract）となる。
エレベーターに人が乗る時のように
最初に入る臀部、下肢からの知覚神
経は外側に押しやられ、後から入る
上肢の神経は内側に分布する。だか
ら脊髄中心部にできる髄内腫瘍では
臀部と下肢の温痛触覚と運動が侵さ
れない（lumbo）sacral sparingを起
こす。

　振動覚、関節位置覚は後角に入る
とニューロンを乗り換えずにそのま
ま後策を上行する。後策の内側が薄
束（下肢の知覚路）、外側が楔状束
（Th６以上の知覚路）である。な
お位置覚は第２～４指を横から挟み
上・ 下へ動かして答えさせる。第
１、５指は対応する大脳野が広いの
でそれ以外の指が良い。
　エレベーターに人が乗るのと同じ
で下方の臀部、下肢の神経は最初に
入るから内側（薄束）へ押しやら
れ、後から乗り込む胸部（Th６以
上）、上肢の神経は外側（楔状束）
にある。頚髄から胸髄に発症する脊
髄空洞症は脊髄の中心に起こるか
ら、中心部で対側へ交叉する温痛触
覚のみが両上肢で障害され振動・位
置覚は保たれる。
　Brown-Sequard症候群は脊髄の一
側全体の障害なので患側の運動麻痺
と位置覚障害、健側の温痛触覚障害
である。知人の内科医師が多発性硬
化症によるBrown-Sequardを起こし
たが、左手で内視鏡を支えられなく
なり（患側運動麻痺）、右手で缶ビ
ールの冷たさや風呂の温度がわから
なくなった（健側温痛覚低下）のが
初発であった。

脳幹部での知覚路（温痛触覚は脊髄
視床路、振動・位置覚は内側毛帯）
　温痛触覚は脊髄視床路として延髄
外側を上行する（図３）。振動、関
節位置覚は延髄下部の後策の薄束
核、楔状束核で２次ニューロンに乗
りかえたのち交叉して延髄中心の内
側毛帯に入る。内側毛帯は最初縦に
立っているが橋部（睡眠を司る脳幹
網様体がある）に近づくと眠くなっ
て横になる。中脳に至ると温痛触覚
の外側脊髄視床路と振動・関節位置
覚の内側毛帯は接近しほぼ同じ経路
になる。

　すなわち、脊髄、延髄、橋部まで
は、温痛触覚と振動・関節位置覚は
離れたところにあり、これらの病変
では知覚解離が起こりやすいが、中
脳から視床、内包後脚では同じとこ
ろを走るので全感覚がやられやす
い。
　解剖学的診断は運動麻痺があれば
それに感覚障害を合併しているか、
さらに温痛触覚と振動・位置覚との
解離があるかわかれば病巣を絞り込
める。さらにそれに脳神経が絡んで
いれば脳幹部とわかる。

脳神経核の位置の覚え方：
ⅠからⅩⅡまでを３等分せよ！
　脳神経のⅠからⅩⅡまでを３等分
して位置を覚えるとよい。
　まずⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳまでは中脳以
上（中脳にあるのはⅢ動眼神経、Ⅳ
滑車神経）にある。次の四つのⅤ、
Ⅵ、Ⅶ、Ⅷは橋部、最後の四つの
Ⅸ、Ⅹ、ⅩⅠ、ⅩⅡは延髄にあると覚
える３。Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷがらみの症

状なら橋部に病変があると考える。
　小脳は発生学的に脳幹部の外側が
背側に回りこんで発達したものなの
で、小脳脚（上小脳脚→中脳、中小
脳脚→橋部、下小脳脚→延髄）は脳
幹の外上方にある。だから小脳症状
があったら脳幹の外上方の病変と思
えばよい。
　運動神経（錐体路）は一番下だか
ら運動麻痺があったら脳幹下方病変
である。
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「2018年診療報酬改定の動向－無床診療所
の医師が押さえておくべきポイント解説－」
日　時　３月３日（土）15時～17時
会　場　県農業会館101・102
講　師　 日経ヘルスケア編集部
　　　　二羽はるな氏

■西宮・芦屋支部■改定情勢勉強会
「増加する大人の食物アレルギー～身に
つけたいアナフィラキシー対応の基本～」
日　時　３月３日（土）17時～
会　場　協会６階会議室
講　師　 NPOアレルギー支援ネット

ワーク理事長　坂本龍雄先生

■神戸支部■研究会
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